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１ いわてスポーツプラットフォーム第１回分科会の開催結果                                      

⑴ 大規模大会や合宿の誘致[８月２日(水)10:00～12:00／サンセール盛岡]             

➤ この分科会、プラットフォームで合宿誘致・大会誘致にどう取り組んでいくか。競技団体、企業、県として、何をして盛り上げて

いくのか？誘致にはインセンティブが必要であり、企業・競技団体の努力だけでは難しい。 

➤ コミッション、プラットフォームの棲み分けが必要だ。３つのテーマだけでは、プラットフォームの事業とはならない。これらは

コミッションの活動であって、プラットフォームの取組ではない。 

➤ 合宿相談会はここ最近、年１回ではあったが、できれば年に複数回やってほしい。 

➤ 県民に対してもっと大会のＰＲをしたい。県にも周知・ＰＲをお願いしたい。マスコミ・市町村に一斉に配信できる体制ができれ

ばいい。 
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 ⑵ トップ・プロスポーツファンの拡大[８月２日(水)13:30～15:30／サンセール盛岡]          

➤ ブルズ・グルージャで合同イベントを初めて実施した。県スポーツのすそ野を広げる意味では大きかった。 

➤ ＳＷは昨年の委託事業のおかげでファン拡大につながった。地域との交流と言った部分ではリーグから高い評価 

 をいただいている。 

➤ (県出身選手の活躍により)日本中の注目が集まる中で、県内でどう発信していくかが大きなテーマ。令和５年度に大規模なイベン

トを展開していければと考えている。 

➤ プラットフォームで何をしていくかが大切である。ブルズとグルージャの２チームでの合同イベントはすごい。こういった取組に

ついてマスコミを絡めながらプラットフォームが仕切っていけばいい。 
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 ⑶ アスリートの県内定着[８月３日(木)10:00～12:00／県体協会議室]                

➤ 色々なサポート体制があるのはそのとおりだが、競技施設などハードが整っていないと厳しい。施設整備はお金がかかるので、重

点競技の絞り込みをするなど、その方向性を考えてみてもいいのではないか。 

➤ (アスリート雇用に)興味はあるが情報が伝わってないと感じる。需要(雇用)と供給(アスリート)のバランスが難しいなと感じてい

る。登録いただいた企業には年１回ぐらいはアスリートを紹介してもらいたい。 

➤ 商工会議所にも同様のプラットフォームがあるので、このスポーツプラットフォームと連携が取れればいい。 

➤ 企業にとってプラスのことを示していくのが大事だ。カテゴリーＢＣの選手の将来に向けた投資の仕組み作りが 
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２ いわてスポーツプラットフォーム全体会議の開催結果                                           

 

⑴ 趣旨                                       

   今年度、いわてスポーツプラットフォームで取組を進めている３つの重点的に取組む項目(①大規模大会や合宿の誘致、②トップ・プ 

ロスポーツファンの拡大、③アスリートの県内定着)について、これまでの各分科会での検討を踏まえて、本会議において、より多くの 

スポーツ関連団体・企業・行政等との協働を促進するとともに、情報共有を図るもの。 

   また、スポーツによるまちづくりにおける具体的な先進地事例やその効果を共有し、もってスポーツの力による人的・経済的交流を

推進し、魅力あるスポーツのまちづくりに繋げるもの。 

 

 ⑵ 開催結果 

ア 日  時 令和５年12月18日(月)13:30～15:30 (受付13:00～) 

  イ 会  場 サンセール盛岡 ２階 桐華の間 

  ウ 参  集 いわてスポーツプラットフォーム、(アドバイザリーボード・プロジェクト推進チーム・スーパーバイザー) 

         県内市町村スポーツコミッション担当課 

         県内スポーツ関連企業・団体 等 

  エ 基調講演 「スポーツ/イベントの力を活かした地域課題解決」 

           講師 ＥＹストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社 神野 幹也(じんの みきなり) 氏 

オ 情報交換 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

●大塚製薬から女性アスリートの支援について、栄養講習や講演会などで協

力できる場面があれば是非という申し出をいただいた。当協会組織の医科学

委員会でも女性アスリートの支援が話題になっていることから、今後連携し

てアスリート支援を考えたい。 

●情報交換会は、皆様とフランクにお話できた良い機会でした。民間事業者の

方々とお話しできたことが大きな収穫でした。 

●グルージャ盛岡と試合開催日のボランティアが集まらないというお話をし

た。県や市のスポーツボランティアと連携してみてはいかがか。 

●イベント案に対して、ジョブカフェいわてから企画段階と思うが、手伝える

ことがあれば今後も情報交換したいとの申し出があった。県障スポ協から障

がい者も楽しめるイベントにしてほしいと提案があった。 

●「女性アスリートへの講習会」や「免疫・食育等の講習会実施」の可能性を

お伝えし前向きなお話ができた。 

●女性アスリートの支援について、栄養講習や講演会などで協力できる場面

があれば是非という申し出をいただいた。 


